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３つの特長

基本となる補償

オプション特約

ご自身のケガ
などの補償

十人十色のライフスタイルの中には
多様なリスクが潜んでいます。
ひとりひとりの暮らしに合わせた保険設計で
安心の未来を描くサポートをします。

お客さまのライフスタイルに合わせて自由に
保険設計できます。
個人型、家族型など家族構成にあったご契約タイプを選択できます。
また、交通事故などによるケガに限定した補償も可能です。
（注）詳しくは、P３「選べる補償パターン」をご覧ください。

1

治療費を実費で補償します。
ケガによる入院、通院時の日額補償はもちろん、
治療費の自己負担分を実費で補償します。

2

3多様なリスクをカバーする幅広い補償を
取り揃えています。
ご自身のケガだけではなく、例えば、自転車で歩行者をはねて
ケガをさせてしまった場合などの賠償事故なども補償します。

ライフスタイルに合わせて
設計できるケガの保険

ご自身のケガなどの補償

他人に対する賠償責任の補償

物の損害や臨時にかかる費用などの補償
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基本となる補償商品のしくみ

ケガにより亡くなった場合に、保険金をお支払いし
ます。

ケガにより重度の後遺障害が生じ介護が必要と
認められた場合に、保険金をお支払いします。

ケガにより後遺障害が生じた場合に、保険金をお
支払いします。

ケガにより入院した場合に、保険金をお支払いし
ます。

ケガの治療のため、所定の手術を受けた場合に、
保険金をお支払いします。

ケガにより通院した場合に、保険金をお支払いし
ます。

ケガの治療のために負担した公的医療保険制度
の一部負担金などの費用をお支払いします。

選べる補償パターン
被保険者（保険の対象となる方）の範囲や、補償対象となる範囲を自由に組み合わせる
ことで、お客さまの家族構成やライフスタイルに合った補償パターンを選択できます。

ご自身のケガなどの補償
国内外を問わず、被保険者が、急激かつ偶然な外来の事故により
ケガをした場合などに、保険金をお支払いします。

基本となる補償の「保険金をお支払いする主な場合」、「保険金をお支払いしない主な場合」については、
後掲の重要事項説明書をご覧ください。!

お客さまのニーズに合ったパターンで組み合わせが可能

必要な補償を！

物の損害や
臨時にかかる
費用などの補償

他人に対する
賠償責任の
補償

ご自身の
ケガなどの
補償

必要な方に！ 必要な範囲で！
家族構成に合った被保険者の範囲を下記の
いずれかから、自由に選択できます。

ライフスタイルに合った補償範囲を、下記の
いずれかから選択できます。

個人型
<被保険者>
ご本人

家族型
<被保険者>
ご本人、配偶者、
その他のご親族

本人・親族型
<被保険者>
ご本人、ご親族
（配偶者は除きます）

夫婦型
<被保険者>
ご本人、配偶者

24時間
補償型

交通事故
のみ補償型

死亡保険金 後遺障害保険金

入院保険金（日額補償） 手術保険金

通院保険金（日額補償）

介護保険金

傷害医療費用保険金（実費補償）
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オプション特約

入院保険金をお支払いする場合で、１泊２日以上
入院したときに一時金をお支払いします。

■補償の範囲を拡げる特約

犯罪やひき逃げによるケガにより治療費などの
損害が生じた場合に、保険金をお支払いします。

後遺障害保険金をお支払いし、かつ、所定の条件
に該当した場合に、追加で後遺障害保険金をお
支払いします。

交通事故などでのケガにより保険金をお支払い
する場合に、保険金を２倍にしてお支払いし
ます。

特定感染症危険

地震・噴火・津波によりケガをした場合に、保険金
をお支払いします。

■補償の範囲を狭める特約

交通事故などによるケガに限定して保険金をお
支払いします。

山岳登はん行程中にケガをした場合に、保険金
をお支払いします。

所定の感染症を発病した場合に、保険金をお支払い
します。
（注）以下のいずれかからお選びください。

入院保険金や手術保険金の支払対象期間を
1,000日まで延長します。

通院保険金の支払対象期間を1,000日まで延
長します。ただし、支払限度日数は90日です。

日射または熱射により身体に障害を被った場合
に、保険金をお支払いします。

針刺し事故などにより、HIV・HCV（※）に感染し
た場合や、HBV（※）に感染しB型肝炎を発病して
治療を受けた場合に、一時金をお支払いします。
（被保険者が医療業務従事者の方に限りセット
できます。）
（※）HIV・HCVおよびHBVとは、以下のウイルスをいいます。

HIV・・・ヒト免疫不全ウイルス
HCV・・・C型肝炎ウイルス
HBV・・・B型肝炎ウイルス

被害事故補償特約 熱中症危険補償特約

針刺し事故等による
感染症危険補償特約

地震・噴火・津波危険補償特約

運動等危険補償特約

交通事故傷害危険のみ補償特約

後遺障害保険金の追加増額
支払に関する特約

入院保険金および
手術保険金支払対象期間
延長特約（1,000日用）

交通事故傷害危険増額
支払に関する特約

特定感染症危険
「後遺障害保険金、
入院保険金および
通院保険金」支払特約

特定感染症危険
「後遺障害保険金、
入院保険金、通院
保険金および葬祭
費用保険金」支払特約通院保険金支払対象期間

延長特約（1,000日用）

入院一時金支払特約

ご自身のケガなどの補償
国内外を問わず、被保険者が、急激かつ偶然な外来の事故により
ケガをした場合などに、保険金をお支払いします。

オプション特約の「保険金をお支払いする主な場合」、「保険金をお支払いしない主な場合」については、
後掲の重要事項説明書またはオプション特約一覧をご覧ください。!
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自転車事故などで加害者となり高額な
損害賠償責任を負ってしまった場合に、
あなたやご家族を守ります。

オプション特約 オプション特約

他人にケガをさせたり他人の物に損害を与え、
法律上の損害賠償責任を負った場合に、保険金
をお支払いします。

他人から借りた物に損害を与え、法律上の損害
賠償責任を負った場合に、保険金をお支払いし
ます。

借用している戸室に損害を与え、貸主に対して
法律上の損害賠償責任を負った場合に、保険金
をお支払いします。

レンタル業者から賃借したレンタル用品に損害
を与え、法律上の損害賠償責任を負った場合に、
保険金をお支払いします。

外出中の事故により持ち物に損害が生じた場合
に、保険金をお支払いします。

被保険者やその家族の死亡や入院により、予約
している特定のサービスをキャンセルした場合
の費用をお支払いします。

山岳登はん行程中の遭難により、捜索・救助など
のため捜索活動を行った者に対し、支払った
費用をお支払いします。

日本国内のゴルフ場でホールインワン・アルバト
ロスを達成した場合の祝賀会費用などに対し
て、保険金をお支払いします。（被保険者がアマ
チュアゴルファーの場合に限ります。）

ケガで入院し家事ができなくなった場合のホー
ムヘルパーの雇い入れなどの費用をお支払い
します。(被保険者が家事従事者の場合に限り
ます。）

偶然な事故による遭難や旅先でのケガによる
入院などで、捜索・救助・移送などの費用を負担
した場合に、保険金をお支払いします。

山岳登はん行程中の遭難により、被保険者やそ
の親族などが負担した移送費用などをお支払い
します。

個人賠償責任補償特約
示談交渉サービス付き

示談交渉サービス付き

受託品賠償責任補償特約

レンタル用品賠償責任補償特約

借家人賠償責任補償特約
（火災・破裂・爆発のみ補償）

携行品損害補償特約
（再調達価額補償型）

キャンセル費用補償特約

遭難捜索費用補償特約

救援者費用等補償特約

遭難捜索追加費用補償特約

ホームヘルパー等費用補償特約

ホールインワン・アルバトロス
費用補償特約

他人に対する賠償責任の補償
第三者に対する法律上の損害賠償責任を負った場合に、
保険金をお支払いします。

物の損害や臨時にかかる費用などの補償
ライフスタイルに合った各種オプション特約をセットすることで、持ち物に
損害が生じた場合や臨時に負担した各種費用に対し保険金をお支払いします。
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保険料表

おすすめプラン

事故事例

保険金支払事例や高額賠償判例のご紹介

＜保険金支払事例＞
スポーツ中に右腕を骨折（右上腕骨骨幹部骨折）し、9日間入院
（手術あり）後、8日間通院した場合　

＜高額賠償判例＞
他人への賠償責任をカバーする個人賠償責任補償特約。
近年、自転車事故などによる高額な賠償判例が増えています。

支払保険金＜被保険者本人の場合＞
●傷害医療費用保険金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 133,630円

●入院保険金（5,000円×9日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●手術保険金（5,000円×10倍）・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●通院保険金（2,500円×8日）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

45,000円
50,000円
20,000円

お支払合計 248,630円

（高額療養費制度の還付対象額は控除済み）

＜内訳＞
・治療費の自己負担分（3割）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 （入院：112,780円、通院：13,700円）
・食事療養費負担額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・入退院時の交通費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

126,480円
　

6,120円
1,030円

高額賠償判例賠償額

6,779万円

5,000万円

1,903万円

自転車で歩行者に衝突し、死亡させた事故（東京地裁：平成15年判決より）

自転車で歩行者に追突し、重傷を負わせ重大な障害を残した事故（横浜地裁：平成17年判決より）

散歩させていた犬が、歩行者に衝突・転倒させ、重傷を負わせた事故（東京地裁：平成14年判決より）

（※）入院期間は、2か月にまたがっています。

（注）保険金支払事例は、P9に掲載のセットプランS02,F02,T02,G02のいずれかに加入の場合

（注1）賠償額とは、判決文で加害者が支払いを命じられた金額です。（上記金額は概算額）
（注2）個人賠償責任補償特約の保険金は必ずしも賠償額と同額ではありません。

（※）2016年4月時点での額となります。

（※）

（※）

傷害補償重点タイプおすすめタイプ 傷害補償重点タイプ・個人賠償セット
セットプラン

本
人

配
偶
者

保
険
金
額

親
族

月払
保険料

保険期間：1年　月払保険料　●地震・噴火・津波危険補償特約セット

共
通

（注1）上記に該当しない職業の場合には、取扱代理店・扱者または弊社にお問い合わせください。
（注2）保険期間の途中で職業、職務を変更した場合は、取扱代理店・扱者または弊社までご連絡ください。

保険料の払込方法が「口座振替」かつ「分割払」である個人契約など所定の条件に該当する場合は、「保険契約の自動継続に関する
特約」が自動セットされますので、弊社またはご契約者から特段の意思表示がないときには、原則満了日の内容と同一の内容で
自動的にご契約を継続します。詳しくは、重要事項説明書をご覧ください。

教員、医療従事者、税理士、事務従事者、販売従事者、金属製造加
工作業者、自動車整備・修理工、理容・美容師、調理師、家事従事者、
学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

農林作業者、漁業作業者、採掘・採石作業者、バス運転手、タクシー
運転手、貨物自動車運転者、建設作業者、土木作業者、製材工　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

職種級別
■職種級別例（職種級別A・Bに該当する主な職業の一例です）

主な職業

A B

!

S02 F02 T02 G02

職種級別
A

職種級別
B

3,270円

4,210円

3,350円

4,290円

8,310円

9,250円

8,390円

9,330円

（注）上記おすすめプランは、一例です。上記以外のプラン設計も可能です。

死亡保険金

後遺障害保険金
（障害の程度に応じて)
入院保険金日額

（1事故につき180日限度)
手術保険金

（1事故につき1回)
通院保険金日額

（1事故につき90日限度)
傷害医療費用保険金

（事故の日から３６５日以内の費用)

介護保険金年額

死亡保険金

後遺障害保険金
（障害の程度に応じて)
入院保険金日額

（1事故につき180日限度)
手術保険金

（1事故につき1回)
通院保険金日額

（1事故につき90日限度)
傷害医療費用保険金

（事故の日から３６５日以内の費用)

介護保険金年額

死亡保険金

後遺障害保険金
（障害の程度に応じて)
入院保険金日額

（1事故につき180日限度)
手術保険金

（1事故につき1回)
通院保険金日額

（1事故につき90日限度)
傷害医療費用保険金

（事故の日から３６５日以内の費用)

介護保険金年額

個人賠償責任

1,000万円

40万円～1,000万円

5,000円

2,500円

240万円

5万円/2.5万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

1,000万円

40万円～1,000万円

5,000円

2,500円

240万円

5万円/2.5万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

1,000万円

40万円～1,000万円

5,000円

2,500円

240万円

5万円/2.5万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

1,000万円

40万円～1,000万円

5,000円

2,500円

240万円

5万円/2.5万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

800万円

32万円～800万円

4,000円

2,000円

180万円

4万円/2万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

300万円

12万円～300万円

2,000円

1,000円

120万円

2万円/1万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

800万円

32万円～800万円

4,000円

2,000円

180万円

4万円/2万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

300万円

12万円～300万円

2,000円

1,000円

120万円

2万円/1万円
（入院中/入院中以外)

100万円限度
（1事故につき）

1億円限度
（1事故につき）

1億円限度
（1事故につき）
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重要事項説明書（本書P11～P22）の中に記載されていないオプション特約の詳細についてはこちらでご確認ください。
その他オプション特約一覧
特約の名称 保険金をお支払いする主な場合 保険金をお支払いしない主な場合

被害事故
補償特約

後遺障害
保険金の追加
増額支払に
関する特約

次のいずれかの事故などによるケガに対して、以下の【対象となる保険
金】のうちご契約にセットしている保険金をお支払いする場合に、それ
ぞれの保険金を２倍にしてお支払いします。
●運行中の乗物との衝突・接触などの交通事故
●運行中の乗物に搭乗している間の事故
●乗物の乗降場構内（改札口内など）での事故
●乗物の火災

【対象となる保険金】
死亡保険金、後遺障害保険金、入院保険金、手術保険金、通院保険金

（注）乗物とは、保険の約款に定める「交通乗用具」で、例えば以下の
ような乗用具をいいます。

●陸上の乗用具（※）・・・電車、自動車、原動機付自転車、自転車、ベビーカー
（※）遊戯施設内の乗物（ジェットコースター、ゴーカートなど）、一輪

車、三輪以上の幼児用車両、遊具（キックボード、スケートボード、
サーフボード、遊戯用のそりなど）などは除きます。

●空の乗用具・・・航空機（飛行機、ヘリコプターなど）　
●水上の乗用具・・・船舶（ヨット、モーターボートなど）
●その他の乗用具（※）・・・エレベーター、エスカレーター、動く歩道
（※）立体駐車場のリフトなど専ら物品輸送用に設置された装置など

は除きます。

次の事由によって生じたケガに対しては、
保険金は2倍払いとなりません。
●次のいずれかに該当している間の事故に
よるケガ
　①職務または実習として船舶に搭乗して         
　　いる間
　②グライダー、飛行船に搭乗している間　
　　　 　　　　　　　　　　　　　  など
●職務として次の作業を行っている間の、
その作業に起因するケガ
　①乗物への荷物の積込、積卸、整理
　②乗物の修理、整備、清掃
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

交通事故
傷害危険
増額支払に
関する特約

入院保険金および手術保険金の支払対象期間を次のとおり拡大して
お支払いします。
●ケガにより事故日を含めて180日以内に入院を開始した場合、事故日
を含めて1,000日以内の入院について入院保険金をお支払いします。
●ケガにより事故日を含めて180日以内に入院または通院し、事故日
を含めて1,000日以内に所定の手術を受けた場合に手術保険金を
お支払いします。

（注）通院補償のあるご契約については、必ず「通院保険金支払対象期
間延長特約（1,000日用）」もセットしてご契約いただきます。

P13記載の①「基本となる補償」に同じ。

P13記載の①「基本となる補償」に同じ。ケガにより事故日を含めて180日以内に通院を開始した場合、事故日
を含めて1,000日以内の通院について通院保険金をお支払いします。
（1事故につき90日限度）

（注）入院補償のあるご契約については、必ず「入院保険金および手術
保険金支払対象期間延長特約（1,000日用）」もセットしてご契約
いただきます。

入院保険金
および

手術保険金
支払対象期間
延長特約

（1,000日用）

通院保険金
支払対象
期間延長
特約

（1,000日用）

次の特定感染症に対しては、保険金をお支
払いいたしません。
●保険契約の開始日から10日以内に発病し
た特定感染症（この特約を初めてセットし
たご契約の場合）

●次の事由により発病した特定感染症
　①故意または重大な過失
　②自殺行為、犯罪行為、闘争行為
　③地震・噴火またはこれらによる津波　　
●戦争・革命・内乱・暴動
●放射線照射・放射能汚染　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

被保険者が保険期間中に特定感染症（※）を発病したことにより生じた
後遺障害、入院、通院に対して、それぞれ後遺障害保険金、入院保険金、
通院保険金のうち、ご契約にセットしている保険金をお支払いします。
（各保険金をお支払いする場合の要件は、「基本となる補償」と同様です。）

（※）特定感染症とは、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療
に関する法律」に規定する一類～三類感染症で、例えば以下のよう
な感染症をいいます。
《特定感染症（2017年5月現在）》
エボラ出血熱、結核、SARS、O157感染症、コレラ、細菌性赤痢、
鳥インフルエンザ（H５N１・H７N９亜型に限ります。） 

特定感染症
危険「後遺障害
保険金、入院
保険金および
通院保険金」
支払特約

被保険者が犯罪やひき逃げによりケガをした場合に、被保険者または
その父母、配偶者もしくは子が被った損害に対して保険金をお支払い
します。

お支払いする保険金
治療費や休業損害、逸失利益、精神的損害、将来の介護料、葬儀費など
の損害の額を、保険の約款に定める算定基準により算出してお支払い
します。（１事故につきご契約の保険金額限度）

（注）損害賠償金や他の給付金（犯罪被害者等給付金など）がある場合
は、その額を差し引いてお支払いします。

次の事由によって生じた損害に対しては、
保険金をお支払いいたしません。
●故意または重大な過失
●自殺行為、犯罪行為、闘争行為
●地震・噴火またはこれらによる津波
●被害事故のほう助、容認、誘発
●戦争・革命・内乱・暴動
●放射線照射・放射能汚染　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

後遺障害保険金をお支払いした場合で、事故日を含めて180日を経過
し、かつ、被保険者が生存している場合に、［お支払いした後遺障害保
険金×ご契約時に約定した倍数］を追加してお支払いします。

特約の名称 保険金をお支払いする主な場合 保険金をお支払いしない主な場合

針刺し事故等
による

感染症危険
補償特約

（※）被保険者が医
療業務従事者（医
療、看護、衛生、医
療廃棄物の処理
その他の医療関
係の業務に従事す
る方（実習中を含
みます））の方に限
りセットできます。

運動等危険
補償特約

被保険者が保険期間中に特定感染症（※）を発病したことにより生じた
後遺障害、入院、通院に対して、それぞれ後遺障害保険金、入院保険金、
通院保険金のうち、ご契約にセットしている保険金をお支払いします。
（各保険金をお支払いする場合の要件は、「基本となる補償」と同様です。）
また、被保険者が、特定感染症が原因で、発病日を含めて180日以内に
亡くなったことにより、ご契約者または被保険者の親族が実際に負担し
た葬祭費用をお支払いします。（300万円限度）

（※）特定感染症とは、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療
に関する法律」に規定する一類～三類感染症で、例えば以下のよう
な感染症をいいます。
《特定感染症（2017年5月現在）》
エボラ出血熱、結核、SARS、O157感染症、コレラ、細菌性赤痢、
鳥インフルエンザ（H５N１・H７N９亜型に限ります。）

次の特定感染症に対しては、保険金をお支
払いいたしません。
●保険契約の開始日から10日以内に発病し
た特定感染症（この特約を初めてセットし
たご契約の場合）

●次の事由により発病した特定感染症
　①故意または重大な過失
　②自殺行為、犯罪行為、闘争行為
　③地震・噴火またはこれらによる津波
●戦争・革命・内乱・暴動
●放射線照射・放射能汚染　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

特定感染症
危険「後遺
障害保険金、
入院保険金、
通院保険金
および葬祭
費用保険金」
支払特約

医療業務従事中（実習中を含みます。）に生じた針刺し事故などによ
り、事故日を含めて365日以内に次のいずれかに該当した場合に、それ
ぞれ次の金額をお支払いします。

●H IV（※）に感染した場合
　…ご契約の保険金額×100％
●HCV（※）に感染した場合
　…ご契約の保険金額×30%
●HBV（※）に感染後B型肝炎を発病し治療を受けた場合
　…ご契約の保険金額×3%

（※）HIV・HCVおよびHBVとは、以下のウイルスをいいます。
　   H I V・・・ヒト免疫不全ウイルス
   　HCV・・・C型肝炎ウイルス　
　　HBV・・・B型肝炎ウイルス
（注）ウイルスの種類ごとに保険期間を通じて１回のみお支払いします。

なお、継続契約の場合は、ウイルスの種類ごとに初年度契約から
通算して１回のみお支払いします。

次の事由に該当する場合は、保険金をお支
払いいたしません。
●針刺し事故などの事故日を含めて3日以
内に直後検査（感染の有無を調べるため
の血液検査）を受けなかった場合

●直後検査の結果、その時点でHBV、HCV
またはHIVに感染していることが判明し
た場合、そのウイルスによる感染または
発病

　　　　　　　　　　　　　　　　　など

熱中症危険
補償特約

急激かつ外来の日射または熱射による身体障害に対して、以下の【対
象となる保険金】のうちご契約にセットしている保険金をお支払いし
ます。

【対象となる保険金】
「基本となる補償」（死亡・後遺障害・入院・手術・通院・傷害医療費用・
介護）の保険金、入院一時金、ホームヘルパー等費用保険金

山岳登はん（※）行程中にケガをした場合に、以下の【対象となる保険
金】のうちご契約にセットしている保険金をお支払いします。

（※）ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマーなどの登山用具を使用する
もの、ロッククライミング、フリークライミングをいいます。

【対象となる保険金】
「基本となる補償」（死亡・後遺障害・入院・手術・通院・傷害医療費用・
介護）の保険金、入院一時金

P13記載の①「基本となる補償」に同じ。
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特約の名称 保険金をお支払いする主な場合 保険金をお支払いしない主な場合 特約の名称 保険金をお支払いする主な場合 保険金をお支払いしない主な場合

レンタル用品
賠償責任
補償特約

被保険者が自らが使用する目的で、レンタル業者から日本国内におい
て賃借したレンタル用品の国内外における損壊または盗取につき、
レンタル業者に対して法律上の損害賠償責任を負った場合に、保険金
をお支払いします。

お支払いする保険金
次の賠償金や費用の額をお支払いします。
●損害賠償金（保険期間を通じて、ご契約の保険金額限度）
●訴訟・弁護士費用など（お支払いできる額に条件が適用される場合
があります。）

（注1）レンタル用品に含まれない主な物は次のとおりです。
　　  ●貴金属、宝石、書画、美術品、自動車、オートバイ、船舶（ヨッ

ト、モーターボートなどを含みます。）、動物、植物、データな
どの無体物

　　  ●スカイダイビング、ハンググライダー搭乗、ピッケルなどの
登山用具を使用する山岳登はんなど、特に危険度の高いス
ポーツを行っている間の、そのスポーツに使用する用具　
　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　  など

（注2）損害賠償金の決定や訴訟・弁護士費用などの支出にあたっては、
事前に弊社の承認が必要です。なお、損害賠償金は、レンタル用
品の時価額を超えないものとします。

（注3）自己負担額（１事故につき3,000円または損害賠償金の20％相
当額のいずれか高い方）があります。

次の事由によって生じた損害に対しては、
保険金をお支払いいたしません。
●職務の用に供されている間の損壊、盗取
●被保険者以外の者に転貸されている間
の損壊、盗取
●次のような原因により生じた損壊、盗取
　①故意
　②自殺行為、犯罪行為、闘争行為
　③自動車・バイク・クレーン車などの無資
　　格運転・酒気帯び運転・麻薬などを使
　　用しての運転
　④地震・噴火またはこれらによる津波
　⑤自然の消耗またはさび、変質、変色、欠陥
　⑥電気的事故、機械的事故
　⑦置き忘れ・紛失およびこれらの後の盗難
　⑧通常必要とされる取扱い上の注意に
　　著しく反したこと、または本来の用途
　　以外に使用したこと
●レンタル用品をレンタル業者に返還した
後に発見された損壊・盗取に起因する損
害賠償責任　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　  など

被保険者が借用または使用する被保険者住所の建物の戸室を、被保険
者の責めに帰すべき理由による火災・破裂・爆発によって損壊し、借用
戸室の貸主に対して法律上の損害賠償責任を負った場合に、保険金を
お支払いします。

お支払いする保険金
次の賠償金や費用の額をお支払いします。
●損害賠償金（1事故につきご契約の保険金額限度）
●訴訟・弁護士費用など（お支払いできる額に条件が適用される場合
があります。）

（注1）損害賠償金の決定や訴訟・弁護士費用などの支出にあたっては、
事前に弊社の承認が必要です。

（注2）この特約には「賠償事故の解決に関する特約」が自動的にセット
され、折衝、示談または調停もしくは訴訟の手続（弁護士の選任
を含みます。）は原則として弊社で行います。

次の事由によって生じた損害に対しては、
保険金をお支払いいたしません。
●故意
●地震・噴火またはこれらによる津波
●心神喪失による損害賠償責任
●借用戸室の改築、増築、取りこわしなどの
工事
●借用戸室を貸主に引き渡した後に発見さ
れた借用戸室の損壊に起因する損害賠
償責任　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　  　　　　　　　など

被保険者、被保険者の配偶者または被保険者の１親等以内の親族が死
亡または入院（※）したことにより、被保険者が予約していた国内・海外
旅行、演劇・音楽公演など特定のサービスを受けられなくなり、負担し
たキャンセル費用をお支払いします。
（保険期間を通じて、ご契約の保険金額限度）

（※）死亡日または入院開始日を含めて31日以内（被保険者本人が亡
くなった場合は死亡日以降）に提供されるサービスについてキャン
セル費用を負担した場合に保険金をお支払いします。

（注）自己負担額（1事故につき1,000円またはキャンセル費用の額の
20％相当額のいずれか高い方）があります。

次の事由によって生じた費用に対しては、
保険金をお支払いいたしません。
●故意または重大な過失
●自殺行為、犯罪行為、闘争行為
●自動車・バイク・クレーン車などの無資格運転・
酒気帯び運転・麻薬などを使用しての運転
●地震・噴火またはこれらによる津波
●むちうち症、腰痛、その他の症状でそれを
裏付けるに足りる医学的他覚所見のないもの

●妊娠、出産、早産または流産による入院
●予約日・提供日が確認できないサービス、
または被保険者の職務遂行に関係する
サービス
●戦争・革命・内乱・暴動
●放射線照射・放射能汚染　　　　　など

キャンセル
費用

補償特約

被保険者が次のいずれかに該当し、ご契約者、被保険者またはその親
族が負担した費用をお支払いします。
（保険期間を通じて、ご契約の保険金額限度）
●搭乗していた航空機や船舶が行方不明または遭難した場合
●急激かつ偶然な外来の事故によって被保険者の生死が確認できな
い場合、または緊急な捜索・救助活動が必要なことが警察などに
よって確認された場合
●被保険者の住宅外で被ったケガのため、事故日を含めて180日以内
に死亡または14日以上続けて入院した場合

お支払いする保険金
次の費用の額をお支払いします。
●捜索救助などの費用のうち、これらの活動に従事した者からの請求
に基づいて支払った費用
●現地までの救援者の往復交通費（2名分まで、かつ1往復分限度）
●救援者の宿泊料（2名分まで、かつ１名につき14日分限度）
●現地からの移送費用
●救援者の渡航手続費および救援者または被保険者が現地において
支出した交通費、通信費、遺体処理費などの諸雑費（日本国外20万
円、日本国内3万円限度）

次の事由によって生じた費用に対しては、保
険金をお支払いいたしません。
●故意または重大な過失
●自殺行為、犯罪行為、闘争行為
●自動車・バイク・クレーン車などの無資格運転・
酒気帯び運転・麻薬などを使用しての運転
●脳疾患、病気または心神喪失
●地震・噴火またはこれらによる津波
●むちうち症、腰痛、その他の症状でそれを
裏付けるに足りる医学的他覚所見のないもの

●特に危険な運動中のケガ（ピッケルなどの
登山用具を使用する山岳登はん、スカイダ
イビング、ハンググライダー搭乗など）

●戦争・革命・内乱・暴動
●放射線照射・放射能汚染　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　  など

救援者
費用等
補償特約

家事従事者（※１）である被保険者が、偶然な事故によるケガで入院し
家事に従事できなくなった場合、入院保険金が支払われるべき期間中
に臨時に負担した費用をお支払いします。
（１事故につき、ご契約の支払限度基礎日額に雇入などの日数（※２）
を乗じた額限度）

（※１）家事従事者とは、被保険者の家庭において、炊事、掃除、洗濯、育
児などの家事を行う親族の中で主たる者をいいます。

（※２）180日を限度とします。

お支払いする保険金
次の費用の額をお支払いします。
●ホームヘルパー、ベビーシッター、清掃代行サービス業者の雇入費用
●被保険者と同居の親族を一時的に保育所へ預け入れるための費用
（交通費を含みます。）

（注）自己負担額（１事故につき5,000円）があります。

P13の①「基本となる補償」の「保険金をお
支払いしない主な場合」に加え、次の場合に
も保険金をお支払いいたしません。
●ケガをした時に、被保険者が家事従事者
でなかった場合

●入院の発生に関係なく負担していた費用
　　　　　　　　　　　　　　　　  など

ホーム
ヘルパー等
費用補償特約

山岳登はん（※）の行程中に遭難したことにより、その捜索、救助または移
送のため、捜索活動を行った者に対して負担した費用をお支払いします。
（保険期間を通じて、ご契約の保険金額限度）

（※）ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマーなどの登山用具を使用する
もの、ロッククライミング、フリークライミングをいいます。

山岳登はん（※）の行程中に遭難したことにより、ご契約者、被保険者
または被保険者の親族が負担した費用をお支払いします。
（保険期間を通じて、30万円限度）

（※）ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマーなどの登山用具を使用する
もの、ロッククライミング、フリークライミングをいいます。

お支払いする保険金
次の費用の額をお支払いします。
●現地までの救援者の往復交通費（2名分まで、かつ1往復分限度）
●救援者の宿泊料（2名分まで、かつ1名につき14日分限度）
●現地からの移送費用
●交通費、通信費、遺体処理費などの諸雑費（3万円限度）

被保険者が他人から受託した物を、次のいずれかの間に、壊したり、盗
まれたりして、法律上の損害賠償責任を負った場合に、保険金をお支払
いします。
●日本国内にある被保険者の住宅内に保管している間
●国内外を問わず一時的に住宅外に持ち出している間

お支払いする保険金
次の賠償金や費用の額をお支払いします。
●損害賠償金（1事故につきご契約の保険金額限度）
●訴訟・弁護士費用など（お支払いできる額に条件が適用される場合
があります。）

（注1）受託品に含まれない主な物は次のとおりです。
　　  ●通貨、貴金属、宝石、書画、美術品、自動車、オートバイ、船舶
　　　　（ヨット、モーターボートなどを含みます。）、動物、植物、データ

などの無体物
　　  ●スカイダイビング、ハンググライダー搭乗、ピッケルなどの登

山用具を使用する山岳登はんなど、特に危険度の高いスポーツ
を行っている間の、そのスポーツに使用する用具　　　　　
　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　 　　　 など

（注2）損害賠償金の決定や訴訟・弁護士費用などの支出にあたっては、
事前に弊社の承認が必要です。なお、損害賠償金は、受託品の時
価額を超えないものとします。

（注3）自己負担額（1事故につき 5,000円）があります。

次の事由によって生じた損害に対しては、保
険金をお支払いいたしません。
●職務の用に供されている間の損壊、盗取
●被保険者以外の者に転貸されている間の
損壊、盗取

●次のような原因により生じた損壊、盗取
　①故意
　②自殺行為、犯罪行為、闘争行為
　③自動車・バイク・クレーン車などの無資

格運転・酒気帯び運転・麻薬などを使用
しての運転

　④地震・噴火またはこれらによる津波
　⑤自然の消耗またはさび、変質、変色、欠陥
　⑥電気的事故、機械的事故
　⑦通常必要とされる取扱い上の注意に

著しく反したこと、または本来の用途
以外に使用したこと　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　など

受託品
賠償責任
補償特約

借家人
賠償責任
補償特約

（火災・破裂・
爆発のみ補償）
日本国内
のみ補償

遭難
捜索費用
補償特約
日本国内
のみ補償

遭難捜索
追加費用
補償特約
日本国内
のみ補償
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